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心筋ブリッジを伴う冠状動脈における動脈硬化の傾向 
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背景・目的）冠動脈造影を施行すると動脈硬化による狭窄像と類似する、いわゆる心筋ブリッジ（myocardial bridge：MB）が

散見される。MBは、一部の冠動脈が心筋組織に被覆された状態をいい、左前下行枝に多いとされるMBは、心収縮期に冠動脈を

圧迫することで、被覆下の冠状動脈内膜は血流の高ずり応力化により、動脈硬化性病変の発生・進展が抑制されていると報告

がある今回、心臓CTを施行しMBが認められ、冠動脈造影を行った症例に対して、冠動脈造影と比較した出現頻度、MB内部お

よび前後の動脈硬化の有無を検討した対象）当院で２０１０年１月から２０１２年３月に６４列心臓ＣＴ検査を施行し心筋ブ

リッジが確認され、ＣＴ施行後２ヶ月以内に冠動脈造影を施行した１２８症例方法）心臓ＣＴのＣＰＲ像でＭＢを検出し、冠

動脈造影にて同部位にＭＢが存在するか、視覚評価にて確認した。また、冠動脈造影において、ＭＢの近位部、内部、遠位部

に有意狭窄病変の有無を確認し検討した結果）対象患者中、ＭＢを冠動脈造影で確認出来たのは９５％であった。また、有意

狭窄病変を認めたのは、ＭＢ内部で０％、近位部で２６％、遠位部で０.７％であった考察）心筋ブリッジは、心臓ＣＴと冠動

脈造影では確認される頻度に乖離が認められるとされているが、冠動脈造影を注意深く確認することにより、検出率は増加で

きる。また、ＭＢ部分の動脈硬化抑制とＭＢより近位部での動脈硬化病変の発生促進の可能性が示唆された 


